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八 幡 仏 教 会 報 ( 1 ) 第 12 号 令和 3年 6月 10 日 

 

な
え
る
時
間
を
設
け
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 

 

阿
弥
陀
さ
ま
は
、
こ
の
苦
し

み
の
多
い
世
界
に
生
き
る
全

て
の
人
々
を
救
い
た
い
と
願

い
、
「
極
楽
浄
土
へ
の
往
生
を

願
い
、
私
の
名
前
を
呼
ん
だ
者

を
一
人
も
も
ら
さ
ず
救
う
」
と

お
誓
い
を
立
て
ら
れ
ま
し
た
。

阿
弥
陀
様
は
お
念
仏
を
と
な

え
た
人
を
極
楽
浄
土
か
ら
、
い

つ
も
見
守
っ
て
く
だ
さ
っ
て

い
ま
す
。 

 

自
分
の
人
生
が
い
つ
も
阿

弥
陀
様
に
見
守
ら
れ
て
い
る

と
思
え
ば
、
安
心
し
て
生
き
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
今
こ
そ
お

念
仏
を
と
な
え
る
時
間
が
も

て
る
と
あ
り
が
た
い
で
す
ね
。 

八幡仏教会ホームページ 
http://www.8butsu.jp 

今
を
見
つ
め
て 
 

八
幡
仏
教
会
会
長 

浅
野
真
顕 

 

日
頃
は
八
幡
仏
教
会
の
活
動
に
た
い

し
ま
し
て
、
深
い
ご
理
解
と
ご
支
援
を

賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

今
年
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
防
止
の
た
め
、
お
釈
迦
様
の
お
誕

生
日
を
お
祝
い
す
る
「
花
ま
つ
り
」
も

行
う
こ
と
が
で
き
ず
仏
教
徒
と
し
て
残

念
で
な
り
ま
せ
ん
。
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り

普
段
の
生
活
が
制
限
さ
れ
る
な
か
、
私

た
ち
は
知
ら
な
い
う
ち
に
多
く
の
ス
ト

レ
ス
を
抱
え
な
が
ら
日
々
を
過
ご
し
て

い
る
と
い
え
ま
す
。
さ
ら
に
現
在
は
ス 

ト
レ
ス
を
も
発
散
す
る
方
法
も
制
限

さ
れ
て
い
る
た
め
、
自
分
の
中
に
た

め
込
ん
で
し
ま
っ
て
い
る
人
も
多
い

と
思
い
ま
す
。
ス
ト
レ
ス
と
向
き
合

い
対
処
し
て
い
く
こ
と
が
私
た
ち
に

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

コ
ロ
ナ
禍
、
先
の
見
え
な
い
不
安

か
ら
夜
も
眠
れ
な
い
毎
日
の
こ
と
と

思
い
ま
す
。
そ
ん
な
時
、
「
自
分
を
大

切
に
す
る
時
間
」
を
持
つ
こ
と
が
必

要
で
す
。
心
を
落
ち
着
け
る
た
め
に

深
呼
吸
す
る
よ
う
に
、
お
念
仏
を
と 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

八 幡 仏 教 会 報 ( 2 ) 令和 3年 6月 10 日 第 12 号 

食
事
の
効
能 

 

八
幡
仏
教
会
事
務
局
長 

稲
村 

隆
元 

 

そ
れ
は
つ
ま
り
、
生
き
る
こ
と
は
自
分
以
外
と
関
わ
る

こ
と
で
あ
り
、
そ
こ
に
感
謝
と
思
い
や
り
を
も
た
な
く
て

は
成
し
え
ま
せ
ん
。
見
え
な
い
ど
こ
か
の
誰
か
が
い
な
け

れ
ば
今
の
自
分
は
存
在
で
き
な
い
こ
と
を
考
え
る
と
、
普

段
の
生
活
さ
え
も
少
し
変
わ
っ
て
く
る
よ
う
に
思
い
ま

す
。 

 

人
と
の
繋
が
り
が
希
薄
に
な
り
や
す
い
状
況
だ
か
ら
こ

そ
、
常
に
誰
か
の
支
え
に
よ
っ
て
成
り
立
つ
食
事
を
大
切

に
、
一
日
一
日
を
過
ご
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。 

 

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
外
出
自
粛
の
影
響
で
、
自
炊
を
す
る

方
や
自
宅
で
の
食
事
の
機
会
が
増
え
た
と
よ
く
テ
レ
ビ
な

ど
で
見
か
け
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

 

食
卓
を
共
に
す
る
と
い
う
話
を
聞
く
と
、
修
行
中
の
食

事
の
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。
辛
い
な
が
ら
も
色
々
と
制

限
の
あ
る
生
活
の
中
で
大
き
な
楽
し
み
は
食
事
だ
っ
た
の

で
す
。 

 

お
釈
迦
さ
ま
の
お
話
の
中
で
食
事
に
関
す
る
有
名
な
と

こ
ろ
で
は
、
悟
り
を
開
か
れ
る
直
前
に
ス
ジ
ャ
ー
タ
と
い

う
娘
が
乳
粥
を
供
養
し
た
話
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。 

 

長
年
に
亘
る
断
食
と
苦
行
を
終
え
た
お
釈
迦
さ
ま
が
、

痩
せ
細
っ
た
身
体
を
川
で
清
め
大
樹
の
下
に
座
し
て
い
る

と
、
ス
ジ
ャ
ー
タ
か
ら
乳
粥
を
供
さ
れ
、
そ
れ
に
よ
り
心

身
を
回
復
し
、
そ
の
後
菩
提
樹
の
下
で
お
悟
り
を
開
か
れ

た
と
い
う
お
話
で
す
。 

 

お
釈
迦
さ
ま
が
乳
粥
に
よ
っ
て
極
端
な
苦
行
か
ら
解
放

さ
れ
お
悟
り
を
開
か
れ
た
よ
う
に
、
食
べ
る
こ
と
は
生
き

る
こ
と
と
直
結
し
て
い
る
行
為
で
あ
り
、
必
ず
自
分
以
外

の
存
在
が
な
く
て
は
な
ら
な
い
行
為
で
す
。 

 
 

 

お
知
ら
せ
【
今
年
度
の
暁
天
の
集
い
】
に
つ
い
て 

毎
年
七
月
下
旬
～
八
月
上
旬
に
実
施
し
て
お
り
ま
す
「
八
幡
十
三

カ
寺
め
ぐ
り
暁
天
の
集
い
」
開
催
可
否
に
つ
き
ま
し
て
は
、
コ
ロ
ナ

禍
の
影
響
に
よ
り
現
在
検
討
中
で
ご
ざ
い
ま
す
。
七
月
上
旬
頃
に
は

皆
様
に
告
知
で
き
る
よ
う
話
し
合
い
を
進
め
て
い
ま
す
の
で
、
も
う

し
ば
ら
く
お
待
ち
く
だ
さ
い
。 

八
月
の
灯
篭
流
し
、
九
月
の
追
弔
会
に
つ
き
ま
し
て
も
、
状
況
に

よ
り
臨
機
応
変
に
対
応
し
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。 
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八 幡 仏 教 会 報 ( 3 ) 第 12 号 令和 3年 6月 10 日 

令
和
三
年
度
役
員 

 

令
和
三
年
度
の
役
員
は
、
次
の
と
お
り
で
す

（
順
不
同
）
。
ご
苦
労
様
で
す
が
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

会 

長 

浅
野 

真
顕
（
洞
泉
寺
） 

 

副
会
長 

千
葉 

譲 

（
長
敬
寺
） 

 

玉
腰 

秀
樹
（
淨
因
寺
） 

 

餌
取 

評
八 

 

事
務
局
長 

稲
村 

隆
元
（
悟
竹
院
） 

 

会 

計 

本
田 

あ
け
美 

 

総
務
部
長 

山
下 

健
一 

 

事
業
部
長 

直
井 

忠 
 

教
化
広
報
部
長 

服
部 

貢
一
郎
（
善
光
寺
） 

 

監 

事 

筒
井 

淳
美 

 

和
田 

勝
介 

 
理 
事 

川
上 

朝
史 

 

加
藤 

一
朗 

 

清
水 

俊
夫 

 

大
前 

三
郎 

 

服
部 

純
一 

 
加
藤 

克
久 

 
浜
口 

民
男 

 

平
瀬 
忠
寿 

  

寺 

院 

石
神 

真 
 

（
願
蓮
寺
） 

 

川
岸 

承
翁
（
楊
柳
寺
） 

 

楠 
 

智
広
（
安
養
寺
） 

 

高
橋 

教
雄
（
大
乗
寺
） 

 

多
田 

克
次
（
最
勝
寺
） 

 

東 
 

理
隆
（
慈
恩
寺
） 

 

中
島 

密
慈
（
遍
照
殿
） 

 

毛
利 

諦
信
（
蓮
生
寺
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

町
内
世
話
人(

六
月
十
日
現
在) 

 

上

桜

町 

岡
崎 

敦

下

桜

町 

酒
井 

雄
一
朗 

上

柳

町 

野
田 

礼
行 

中

柳

町 

坪
井 

重 

下

柳

町 

三
原 

慎
也 

上

殿

町 

須
甲 

富
夫 

中

殿

町 

山
内 

幸
彦 

下

殿

町 

原 

保
元 

職

人

町 

横
枕 

良
一 

鍛

冶

屋

町 

島
川 

功 

大

手

町 

川
上 

朝
史 

本

町 

天
野 

収
一 

肴

町 

加
藤 

一
朗 

上

尾

崎

町 

谷
合 

美
昭 

下

尾

崎

町 

直
井 

忠 

向

山 

鷲
見 

津 

左

京

町 

小
林 

功 

常 

盤 

町 

稲
原 

奈
津
子 

北

朝

日

町 

青
木 

寿
生 

南

朝

日

町 

山
田 

政
男 

上

愛

宕

町 

本
田 

あ
け
美 

中

愛

宕

町 

坪
井 

實 

川

原

町 

筒
井 

淳
美 

立

町 

日
置 

英
晶 

乙

姫

町 

川
端 

憲
彦 

山

本

町 

山
下 

健
一 

東

町

一

区 

小
酒
井 

武
男 

東

町

二

区 

和
田 

洋
一 

橋

本

町 

吉
田 

新
一
郎 

新

町 

清
水 

俊
夫 

稲

荷

町 

川
島 

力
男 

大

坂

町 

和
田 

勝
介 

上
日
ノ
出
町 

横
山 

吉
則 

下
日
ノ
出
町 

森
下 

祐
司 

上

日

吉

町 

山
田 

保
雄 

 

下

日

吉

町 

大
前 

三
郎 

 

朝
日 

令
子 

 

古
田 

博
之 

 

篠
田 

節
子 

 

和
田 

美
智
也 

 

鷲
見 

光
義 

今

町 

庄
村 

敏 

栄

町 

杉
本 

尚
之 

今

小

町 

池
戸 

健
一 

大

正

町 

河
合 

宏
幸 

 

日
置 

進 

上

桝

形

町 

古
井
戸 

辰
雄 

下

桝

形

町 

坪
井 

純
一 

新

栄

町 

服
部 

純
一 

住

吉

町 

加
藤 

克
久 

 

城

南

町 

鷲
見 

宏
康 

 

田
中 

清
美 

 

森 
 

徹 

 

酒
井 

寿
久 

 

中
邑 

篤
司 

初

音

一

区 

松
井 

勝
行 

上 
 

が 
 

洞 

鷲
見 

和
代 

五

町 

大
坪 

重
弘 

 

白
滝 

明
久 

小
野
一
丁
目 

足
立 

正
浩 

小
野
二
丁
目 

 
  
 

野
田 

修
司 

 

小
林 

豊
人 

小
野
三
丁
目 

浜
口 

民
男 

 

平
瀬 

忠
寿 

小
野
四
丁
目 

羽
田
野 

優
男 

小
野
五
丁
目 

岡
崎 

稔 

 

大
久
保 

秀
継 

小
野
六
丁
目 

加
藤 

建
夫 

 

清
水 

芳
子 

小
野
七
丁
目 

野
々
田 

保
典 

 

三
島 

修 

小
野
八
丁
目 

鎌
倉 

要
一 

 

後
藤 

千
廣 

中

坪 

餌
取 

評
八 

 

 

令
和
二
年
度 

主
な
事
業
報
告 

五
月
五
日
（
火
） 

 

花
祭
り 

 
 

 

中
止 

 

七
月
二
十
八
日(
火)

～
八
月
九
日(

日)
 

 
 

暁
天
の
集
い 

 

中
止 

 

八
月
十
七
日(

月)
 

 

灯
籠
流
し 

 
 

中
止 

九
月
十
六
日(

水)
 

 

追
弔
会 

（
寺
院
・
役
員
の
み
で
開
催
） 

 

※
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
主
な
行
事
を
中
止
し
ま

し
た
。 

 令
和
三
年
度 

主
な
事
業
予
定 

五
月
五
日
（
水
） 

 

花
祭
り 

 
 

中
止 

 

七
月
下
旬 

 

暁
天
の
集
い 

 
 

八
月
十
七
日(

火)
 

 

灯
籠
流
し 

 
 

九
月
十
六
日(

木)
 

 

追
弔
会 
 

 
 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和 2年度八幡仏教会収支決算書 

令和 2年 4月 1日～令和 3年 3月 31 日 

【 収 入 の 部 】 

科 目 予 算 額 決 算 額 増 減 備 考 

繰 越 金 951,853 951,853 0  

会 費 収 入 685,000 651,500 △33,500 会員 1303 人  

事 業 収 入 273,000 5,000 △268,000  

内 

 

訳 

花まつり 13,000 0 △13,000  

灯籠流し 200,000 0 △200,000  

追 弔 会 60,000 5,000 △55,000 志納金 

暁天の集い 0 0 0  

雑 収 入 0 11 11 預 金 利 息 

積立金取り崩し 0 0 0  

合 計 1,909,853 1,608,364 △301,489  

【 支 出 の 部 】 

科 目 予 算 額 決 算 額 増 減 備 考 

事 業 部 費 610,000 47,000 563,000  

内 

 

訳 

花まつり 150,000 0 150,000 コロナ禍により中止 

灯籠流し 250,000 0 250,000 コロナ禍により中止 

追 弔 会 150,000 47,000 103,000 会場謝礼,布施等  

暁天の集い 60,000 0 60,000 コロナ禍により中止 

総 務 部 費 0 0 0  

教化広報費 50,000 36,850 13,150 サ ー バ 利 用 料 、 会 報 

事 務 費 60,000 54,954 5,046 通信費,事務用品等 

会 議 費 100,000 35,600 64,400 
理 事 会 

常任理事会 

渉 外 費 180,000 180,300 △300 

 

市 仏 教 会 費 

倉庫土地借料等 

備 品 費 100,000 0 100,000  

予 備 費 839,853 0 839,853  

小 計 1,939,853 354,704 1,585,149  

繰 越 金 0 1,253,660 1,253,660  

合 計 1,939,853 1,608,364 331,489  
 

積 立 金 定期貯金 1,151,099(元利合計額)  

 

上記のとおり報告します。 

令和 3年 3月 16 日 八幡仏教会 会計 本田 あけ美 

 

監査の結果 正確であることを認めます。 

令和 3年 3月 16 日 八幡仏教会 監査 筒井 淳美 

 監査 和田 勝介 

 

令和 3年度八幡仏教会予算書 

令和 3年 4月 1日～令和 4年 3月 31 日 

【 収 入 の 部 】 

科 目 前年度実績 予 算 額  備 考  

繰 越 金 951,853 1,253,660  

会 費 収 入 651,500 651,500 ＠500×1,320 戸分 

事 業 収 入 5,000 360,000  

内 

 

訳 

花まつり 0 0 コ ロ ナ 禍 に よ り 中 止 

灯籠流し 0 240,000 灯篭申し込み＠2,000×120 基分 

追 弔 会 5,000 60,000 志納金ほか 

暁天の集い 0 60,000  

雑 収 入 11 0  

積立金取り崩し 0 0  

合 計 1,608,364 2,265,160  

【 支 出 の 部 】 

科 目 前年度実績額 予 算 額  備 考  

事 業 部 費 47,000 160,000  

内 

 

訳 

花まつり 0 0 コ ロ ナ 禍 に よ り 中 止 

灯籠流し 0 30,000  

追 弔 会 47,000 70,000 布施、供物等 

暁天の集い 0 60,000 13 ヶ寺めぐり 

総 務 部 費 0 0  

教化広報費 36,850 50,000 サーバ利用料、会報 

事 務 費 54,954 80,000 通信費,事務用品等 

会 議 費 35,600 50,000 理事会、監査会 

渉 外 費 180,300 150,000 市仏教会費、倉庫土地借料等 

備 品 費 0 100,000  

予 備 費 0 1,675,160  

次年度繰越金 1,253,660 0  

合 計 1,608,364 2,265,160  

 

《
あ
と
が
き
》 

コ
ロ
ナ
に
よ
る
自
粛
が
続
き

ま
す
が
、
よ
う
や
く
ワ
ク
チ
ン

の
接
種
が
始
ま
り
ま
し
た
。
接

種
が
終
わ
る
頃
に
は
平
穏
な
日

常
に
戻
っ
て
い
る
こ
と
を
願
い

ま
す
。 

 

八
幡
仏
教
会
報
へ
の
ご
意

見
、
ご
要
望
等
ご
ざ
い
ま
し
た

ら
、
柳
町 

善
光
寺
ま
で
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
次
回
の
参
考
に

さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

（
ぜ
） 

八 幡 仏 教 会 報 ( 4 ) 令和 3年 6月 10 日 第 12 号 
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